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１．経営成績・財政状態に関する分析 

当社は、当連結会計年度から連結財務諸表を作成しているため、前連結会計年度との比較分析は行っておりません。 

 

(1) 経営成績に関する分析 

① 当連結会計年度の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、全般的には企業収益や雇用環境の改善など緩やかな景気回復が見られ

ますが、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要に対する反動の長期化や、円安に伴う物価高の影響などによる個

人消費の伸び悩み、さらには新興国経済の下振れリスクもあり、景気の先行きは不透明な状況が続いております。 

印刷業界におきましても、ペーパーレス化に伴う需要の減少や同業者間の受注競争の激化による単価の低迷な

どにより、引き続き厳しい経営環境が続いております。 

このような環境下にあって当社グループは、「意識改革の年」を会社方針として、印刷業界を取り巻く環境が

急速に変化していく中、持続的に成長する企業であり続け、更なる企業価値の向上を目指すためには、さまざま

な変化に対応できるよう先ずは自らが意識を変え、前向きに行動を起こすことが重要であると考え進めてまいり

ました。 

以上の結果、当連結会計年度における売上高は153億60百万円、営業損失は92百万円、経常利益は41百万円、当

期純利益は19百万円となりました。 

 

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

（印刷事業） 

一般商業印刷物の売上高は当社の主力製品であるカタログ・ダイレクトメールや折込チラシを中心に112億

35百万円、包装印刷物の売上高はパッケージを中心に21億69百万円、出版印刷物の売上高は16億97百万円、

合計売上高は151億２百万円となり、営業損失は１億円となりました。 

（イベント事業） 

売上高は官公庁等からのイベントを中心に３億７百万円、営業利益は３百万円となりました。 

 

② 次期の見通し 

次期の見通しにつきましては、国内景気は、消費の持ち直しや好調な企業業績による設備投資の増加等により、

回復傾向にあると予想されます。しかし、印刷業界におきましては、原材料価格の上昇、国内需要の低迷や競争

激化による受注単価の下落なども見込まれ、引き続き厳しい状況が予想されます。 

このような環境下にあって当社グループは、創業80周年「進化の年」を会社方針としました。今期迎える創業

80周年を機に、社員一人ひとりが、そして会社が進化し、レベルアップすることにより今後も持続的に発展して

いく企業でありたい。そのような新たな進化のはじまりの年にしたいと考えています。 

以上のことから、次期の業績の見通しといたしましては、売上高159億89百万円、営業利益２億19百万円、経常

利益３億23百万円、親会社株主に帰属する当期純利益１億69百万円を見込んでおります。 

 

(2) 財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の分析 

（流動資産） 

当連結会計年度末における流動資産は、69億78百万円となりました。その主な内訳は、現金及び預金22億15

百万円、受取手形及び売掛金35億32百万円であります。 

（固定資産） 

当連結会計年度末における固定資産は、111億４百万円となりました。その主な内訳は、有形固定資産70億95

百万円、投資その他の資産39億20百万円であります。 

（流動負債） 

当連結会計年度末における流動負債は、49億77百万円となりました。その主な内訳は、支払手形及び買掛金

21億35百万円、短期借入金14億60百万円であります。 

（固定負債） 

当連結会計年度末における固定負債は、30億55百万円となりました。その主な内訳は、退職給付に係る負債

24億23百万円であります。 

（純 資 産） 

当連結会計年度末における純資産は、100億50百万円となりました。その主な内訳は、資本金12億36百万円、

利益剰余金73億47百万円、その他有価証券評価差額金10億63百万円であります。 

② キャッシュ・フローの分析 

当連結会計年度末の現金及び現金同等物は、21億円となりました。当連結会計年度におけるキャッシュ・フ
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ローの状況は次の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費６億81百万円や、売上債権の減少２億

８百万円などがあったこと等により８億95百万円の収入となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度の投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却及び償還による収入３億25百

万円があったものの、有形固定資産の取得による支出３億24百万円があったこと等により２億38百万円の支出

となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度の財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入による収入16億円があったものの、短期

借入金の返済による支出16億円があったこと等により３億11百万円の支出となりました。 

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成27年３月期 

自己資本比率（％） 55.6 

時価ベースの自己資本比率（％） 43.6 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 2.1 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 50.8 

（注）自己資本比率           ：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率     ：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ：キャッシュ・フロー／利払い 

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

※キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しており

ます。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象

としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しており

ます。 

 

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

① 利益配分に関する基本方針 

当社グループは、将来における経営体質の強化や収益の向上に必要な設備投資、研究開発等を実行するため

の内部留保資金を確保しつつ、経営成績などを勘案し、安定かつ継続的に行うことを配当政策の基本方針とし

ております。 

今後につきましても基本方針を維持しつつ、中長期的な設備計画、事業展開を図る中で、株主に対する利益

還元を経営上重要な施策の一つとして位置づけ、一層の株主価値向上を目指し、経営成績を考慮した配当政策

を実施してまいります。 

② 当期・次期の配当 

当期の期末配当金につきましては、１株当たり３円の実施を予定しており、中間配当金として１株当たり３

円をお支払いたしておりますので、年間配当金は、１株当たり６円となります。この結果、純資産配当率は 

1.0％となります。 

次期の配当金につきましては、基本方針に基づき、１株当たり年間配当金６円を予定しております。 
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(4) 事業等のリスク 

経営成績及び財政状態に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項には、以下

のようなものがあります。 

なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。 

① 印刷用紙の価格変動について 

当社グループの製品の主要材料のほとんどは印刷用紙が占めております。その印刷用紙の価格は市況により

変動いたします。急激な市況の変化による仕入価格の上昇により、販売価格に転嫁するまでにタイムラグが生

じたり、完全に販売価格に転嫁できない場合は、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

② 価格競争について 

当社グループが事業を展開する市場の一部は、競争の激化により受注価格の低下が進んでおります。当社グ

ループは、付加価値の高い製品の開発とコスト削減による利益の確保に努め、価格低下に対応していく方針で

ありますが、さらなる競争の激化により今後の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

③ 売上債権の回収について 

当社グループは与信管理の強化に努めておりますが、得意先の倒産などによる貸倒れが生じた場合、当社グ

ループの業績及び財政状態に影響を与える可能性があります。 

④ 有価証券投資について 

当社グループは、取引先との関係を友好かつ強固なものにするため、主要取引先の株式を所有しております。

当連結会計年度末における投資有価証券の連結貸借対照表計上額の合計は33億19百万円であり、当社グループ

の総資産額（当連結会計年度末180億83百万円）に対して多額なものとなっております。従いまして、株式相場

の推移状況によっては、将来の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローに影響を及ぼす可能性があります。 

⑤ 個人情報の管理について 

当社グループは、個人情報の管理に十分留意しており、プライバシーマークも取得し、現在まで個人情報の

流出による問題は発生しておりませんが、今後、不測の事態により、万が一、個人情報の流出による問題が発

生した場合、当社グループへの損害賠償請求や信用の低下等により、業績に影響を及ぼす可能性があります。 

⑥ 災害の発生について 

製造設備等の主要設備には防火、耐震対策等を実施しておりますが、大地震などにより予想を超える被害が

発生し生産活動が停止した場合、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 
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２．経営方針 

(1) 会社の経営の基本方針 

当社グループは、「革新」「法令順守」「環境」の３つを経営の柱とし、常にお客様を第一に考え、人・物・

情報を集積・発信し、印刷を核に持続的に発展し、社会に貢献することを経営理念として掲げ、更に下記の５つ

の経営基本方針によって当社グループが目指すべき姿を明確にしております。 

① 積極経営 

変化に迅速に対応できる企業を目指すため、俊敏な判断力と行動力で対応すると共に前向きな投資には積極

的に取組んでまいります。 

② イノベーション経営 

柔軟で多面的な広い視野を持ち、継続的に変革・革新を続けます。 

③ コンプライアンス経営 

法令、規律を遵守し、社会的信用のある企業経営を堅持します。 

④ 環境経営 

ＩＳＯ１４００１、ＦＳＣ認証取得企業として、環境保全に積極的に取り組んでまいります。 

⑤ 人間尊重企業 

自由闊達の社風を尊重し、社員の主体性、創造性、チャレンジ精神を大切にします。 

 

(2) 目標とする経営指標 

当社グループは、生産性の向上と経費削減を推進することにより営業利益率を高め、自己資本当期純利益率

（ＲＯＥ）を向上することを目標とし、企業価値の増大に努めていく所存であります。 

 

(3) 中長期的な会社の経営戦略 

当社グループは、東京、名古屋、大阪の大都市圏を中心に重点営業を展開し、営業方法のシステム化による組

織的な高効率営業により受注・販売力の増大を図ってまいります。更には、イベント運営、ＩＴＣ技術、最新印

刷技術等のノウハウを活かし、新規事業を振興すると共に、進出したタイを営業拠点の足がかりに、アジア戦略

を展開してまいります。 

また、最新鋭設備を生かした効率的・合理的な生産システムを構築と、他社に負けない競争力ある生産体制を

確立すると共に、不良撲滅を推進するため、徹底的な手順化と組織的なチェック体制や教育の浸透を図り、品質

保証体制を更に発展させてまいります。 

そして、「企業は人なり」との認識のもと、社員教育を推進し全体のレベルアップを図り、顧客との接点であ

る営業マンと企画マンや、経営幹部候補の能力開発と人材育成を図ると共に、上場企業として、法令・社会的規

範の順守、環境保護、社会貢献活動、株主利益の保護などの企業の社会的責任（ＣＳＲ）を経営の根幹に捉える

ことで、企業の価値を向上させ、持続可能な発展の礎を築いてまいります。 

また、「プライバシーマーク」取得企業として、お客様の信頼を裏切ることのないよう個人情報のみならず、

あらゆる情報の保護・管理を徹底し、安全性・信頼性を追及してまいります。更には、省資源、省エネルギー、

廃棄物の削減、リサイクルの推進など、積極的に環境保全活動を推進してまいります。 

 

(4) 会社の対処すべき課題 

① 商業印刷分野、パッケージ印刷分野、メディア事業分野などの従来のビジネスを核に、新たな事業展開を更に

推進するため、人材育成、組織体制の構築を早いスピードで遂行してまいります。また、単に印刷物を供給す

るという製造業としての側面からではなく、顧客側の視点に立った情報を管理する新ビジネスモデルを構築し

てまいります。 

② 市場や取引先に対して、当社グループの強みである「総合力」を活かした積極的な販促体制、全方位型営業受

注体制を強化するとともに、顧客側の視点に立ったマーケティング発想での営業展開ができる体制を構築して

まいります。そして、顧客側の指示による提案ではなく、要望を先取りした適性適時の自主的提案を心掛け、

顧客満足度を高めてまいります。 

③ 印刷価格が下落している状況であっても利益が創出できる体制作りが急務となっており、経営資源の流動化・

効率化など、変化にスピーディーに対応できる体制を確立し、競争力を高めてまいります。各プロセスの統廃

合、工場間負荷量の平準化を図り、将来を見据えた生産体制を確立してまいります。 

④ 「人」の育成をメインテーマに、将来を担う優秀な人材の採用と、階層別の研修など社員の成長を支援する教

育体制の充実を実施してまいります。また、社員一人ひとりが個人の目標を明確にして、目標達成度や成果を

評価するための目標管理制度と、能力主義の比率を高めた公正な人事考課制度を目指して整備してまいります。 

⑤ 品質保証された製品を供給し、顧客からの信頼度を向上させるために、生産技術、品質意識の向上など、社員

の全体的レベルアップを図れるよう、品質教育を計画的に実施してまいります。また、環境、個人情報保護及
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びＦＳＣ（森林認証）のそれぞれのマネジメントシステムの管理を強化し、より実践的で効果的なシステムの

確立を目指してまいります。 

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループは、日本基準により連結財務諸表を作成しております。なお、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）の具体

的な適用時期は未定です。 
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

 

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示） 

会計方針の変更 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当連結会計年度より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の

期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期

間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間

ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当連結会

計年度の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しており

ます。 

この結果、当連結会計年度の期首の退職給付に係る負債が895千円増加し、利益剰余金が584千円減少しており

ます。また、当連結会計年度の営業損失は9,864千円増加し、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ

同額減少しております。 

 

 

（セグメント情報等） 

セグメント情報 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

当社グループは、一般商業印刷物、包装印刷物、出版印刷物で構成される「印刷事業」と、イベントの企

画、運営を行う「イベント事業」の２つを報告セグメントとしております。 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法 

報告セグメントの損失は、営業損失ベースの数値であります。また、セグメント間の内部収益及び振替高

は市場実勢価格に基づいております。 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報 

当連結会計年度（自平成26年４月１日 至平成27年３月31日） 

（単位：千円） 

報告セグメント  

印刷事業 イベント事業 合計 

調整額 

（注）１ 

連結財務諸表 

計上額 

（注）２ 

売上高  

外部顧客への売上高 15,089,850 271,095 15,360,946 － 15,360,946

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
12,743 36,660 49,403 △49,403 －

計 15,102,593 307,756 15,410,349 △49,403 15,360,946

セグメント利益又は損失（△） △100,022 3,999 △96,023 3,775 △92,247

セグメント資産 17,913,909 171,745 18,085,655 △2,565 18,083,089

その他の項目  

減価償却費 668,791 422 669,214 160 669,374

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
364,974 224 365,198 － 365,198

（注）１．調整額は、以下の通りであります。 

(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額3,775千円は、セグメント間取引消去であります。 

(2) セグメント資産の調整額△2,565千円は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
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（１株当たり情報） 

 

当連結会計年度 

（自 平成26年４月１日 

  至 平成27年３月31日） 

１株当たり純資産額 584.25円 

１株当たり当期純利益金額 1.15円 

（注）１．表示単位未満の端数は四捨五入しております。 

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。 

 

当連結会計年度 

（自 平成26年４月１日 

  至 平成27年３月31日） 

当期純利益（千円） 19,703 

普通株主に帰属しない金額（千円） － 

普通株式に係る当期純利益（千円） 19,703 

普通株式の期中平均株式数（株） 17,202,356 

 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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